
「常葉大学健康科学部看護学科カリキュラムツリー」（2018年度カリキュラム）

4後

4前

3後

3前

2後

2前

１後

１前

≪専門基礎科目≫
･学部共通 ・看護学科

≪全学共通科目≫
≪学部共通教養科目≫

≪専門科目≫

・統合科目 ・実践看護学 ・基礎看護学
≪専門科目≫

･看護学臨地実習

≪学部共通教養科目≫

医療と倫理・人間関係論（選択）

医療英語（選択）

≪全学共通科目≫

人間力セミナー・キャリア開発論Ⅰ

英語コミュニケーションⅡ

情報リテラシーⅡ・他

≪学部共通教養科目≫

社会福祉学（選択）

≪全学共通科目≫

教養セミナー・英語コミュニケーションⅠ情報リ

テラシーⅠ・他

≪専門基礎科目≫
チーム連携論（選択）

保健医療福祉制度論

病態治療学Ⅲ

臨床栄養学（選択）
救急医学と蘇生法（選択）
健康増進論

臨床心理学（選択）

病態学Ⅱ
病態治療学Ⅰ・Ⅱ

薬理学

形態機能学Ⅱ 

病態学Ⅰ

人間発達学（選択）

医療概論

形態機能学Ⅰ

栄養生化学

≪専門科目≫

成人看護学実習Ⅲ

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ

老年看護学実習Ⅰ・Ⅱ

母性看護学実習
小児看護学実習
精神看護学実習
在宅看護学実習

基礎看護学実習

早期体験実習

（実践看護学）

成人看護援助論Ⅱ・Ⅲ

老年看護援助論Ⅱ・母性看護援助論Ⅱ

小児看護援助論Ⅱ・精神看護援助論Ⅱ

在宅看護援助論Ⅱ・

リハビリテーション看護論（選択）

成人看護援助論Ⅰ・老年看護援助論Ⅰ

母性看護援助論Ⅰ・小児看護援助論Ⅰ

精神看護援助論Ⅰ・在宅看護援助論Ⅰ

家族看護論

成人看護学概論・老年看護学概論

母性看護学概論・小児看護学概論

精神看護学概論・在宅看護学概論

（ 実 践 看 護 学 ）
緩和ケア論（選択）

（統合科目）

看護研究Ⅰ

看護倫理

（基礎看護学）

看護過程

基礎看護技術論Ⅳ

基礎看護技術論Ⅲ

フィジカルアセスメント

基礎看護技術論Ⅱ

看護理論

基礎看護技術論Ⅰ

看護学原論

≪専門科目≫
（ 統 合 科 目 ）
看 護 教 育 学 （ 選 択 ） ・ 国 際 看 護 論
看 護 統 合 実 習 ・ 災 害 看 護 論

（ 統 合 科 目 ）
看 護 研 究 Ⅱ ・ 看 護 英 文 講 読 （ 選 択 ）
感 染 看 護 論 ・ 看 護 管 理 学

関心・意欲
看護専門職として、変化する
社会の中で、継続的・発展的
に自己を向上させるために必
要な専門性を探求する意欲を
持つことができる。

思考・判断
看護専門職として、様々な健
康レベルにある個人・家族・集
団の健康課題を見出し、計画
的に看護を実践できる。

知識・理解
看護専門職として、専門的な
知識を土台に、人を包括的に
理解することができる。

態度
看護専門職として生命の尊厳
を重視し、人権擁護の責務を
担う者として、必要な倫理観、
豊かな人間性を高めることが
できる。

技能・表現
看護専門職としての自覚を
持ち、様々な職種と連携し
ながら、ヒューマンサービス
を提供できる。



≪専門科目≫
（ 統 合 科 目 ）
看 護 教 育 学 （ 選 択 ） ・ 国 際 看 護 論 （ 選 択 必 修 ） ・
看 護 統 合 実 習

看 護 研 究 Ⅱ ・ 看 護 英 文 講 読 （ 選 択 ） ・
災 害 看 護 論 （ 選 択 必 修 ）
（ 実 践 看 護 学 ）
緩和ケア論（選択）・地域包括ケアと看護

（ 統 合 科 目 ）
感 染 看 護 論 （ 選 択 必 修 ）

（実践看護学）

成人看護援助論Ⅲ・老年看護援助論Ⅱ

母性看護援助論Ⅱ・小児看護援助論Ⅱ

精神看護援助論Ⅱ・在宅看護援助論Ⅱ

リハビリテーション看護論（選択）

成人看護援助論Ⅰ・Ⅱ

老年看護援助論Ⅰ・母性看護援助論Ⅰ

小児看護援助論Ⅰ・精神看護援助論Ⅰ

在宅看護援助論Ⅰ・家族看護論

成人看護学概論・老年看護学概論

母性看護学概論・小児看護学概論

精神看護学概論・在宅看護学概論

生 活 と 地 域

「常葉大学健康科学部看護学科カリキュラムツリー」（2022年度カリキュラム）

4後

4前

3後

3前

2後

2前

1後

1前

≪専門基礎科目≫
･学部共通 ・看護学科

≪全学共通科目≫
≪学部共通教養科目≫

≪専門科目≫

・統合科目・実践看護学 ・基礎看護学

≪専門科目≫

･看護学臨地実習

≪学部共通教養科目≫
医療と倫理・人間関係論（選択）

医療英語（選択）

≪全学共通科目≫

人間力セミナー・キャリア開発論Ⅰ

英語コミュニケーションⅡ
情報リテラシーⅡ・他

≪学部共通教養科目≫
社会福祉学（選択）

≪全学共通科目≫
教養セミナー・英語コミュニケーションⅠ

情報リテラシーⅠ・他

（学部共通）
チーム連携論

（選択）

病態治療学Ⅲ

救急医学と蘇生法

（選択）

臨床心理学（選択）

病態学Ⅱ

病態治療学Ⅰ

病態治療学Ⅱ

薬理学・病態学Ⅰ

人間発達学（選択）

健康増進論（選択）

医療概論

栄養生化学

（看護学科）
ICTと医療

臨床栄養学

（選択）

保健医療福祉制度論

形態機能学Ⅱ

形態機能学Ⅰ

≪専門科目≫

地域包括支援実習

成人看護学実習Ⅲ

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ

老年看護学実習Ⅰ・Ⅱ

母性看護学実習 ・ 小児看護学実習
精神看護学実習 ・在宅看護学実習

基礎看護学実習（通年）

生活を知る実習

早期体験実習

（基礎看護学）
看護管理学

（統合科目）

看護研究Ⅰ

看護倫理

（基礎看護学）

臨床ケア論

看護過程

基礎看護技術論Ⅳ

基礎看護技術論Ⅲ

フィジカルアセスメント

基礎看護技術論Ⅱ

基礎看護技術論Ⅰ

看護学原論

態度
看護専門職として生命の尊厳
を重視し、人権擁護の責務を担
う者として、必要な倫理観、豊
かな人間性を高めることができ
る。

技能・表現
看護専門職としての自覚を
持ち、様々な職種と連携しな
がら、ヒューマンサービスを提
供できる。

関心・意欲
看護専門職として、変化する社
会の中で、継続的・発展的に自
己を向上させるために必要な専
門性を探求する意欲を持つこと
ができる。

思考・判断
看護専門職として、様々な
健康レベルにある個人・家
族・集団の健康課題を見出
し、計画的に看護を実践で
きる。

知識・理解
看護専門職として、専門的
な知識を土台に、人を包括
的に理解することができる。



≪専門科目≫
（ 統 合 科目 ）
看 護 教 育 学 （ 選 択 ） ・ 国 際 看 護 論 （ 選 択 必 修 ）
看 護 統 合 実 習 ・ 看 護 研 究 Ⅱ
看 護 英 文 講 読 （ 選 択 ） ・ 災 害 看 護 論 （ 選 択 必 修 ）

（ 実 践 看 護 学 ）
緩和ケア論（選択）・地域包括ケアと看護
（基礎看護学）
看護管理学

（ 統 合 科 目 ）
感 染 看 護 論 （ 選 択 必 修 ）

（実践看護学）

成人看護援助論Ⅲ・老年看護援助論Ⅱ

母性看護援助論Ⅱ・小児看護援助論Ⅱ

精神看護援助論Ⅱ・在宅看護援助論Ⅱ

リハビリテーション看護論（選択）

成人看護援助論Ⅰ・Ⅱ

老年看護援助論Ⅰ・母性看護援助論Ⅰ

小児看護援助論Ⅰ・精神看護援助論Ⅰ

在宅看護援助論Ⅰ・家族看護論

成人看護学概論

老年看護学概論

母性看護学概論

小児看護学概論

精神看護学概論

在宅看護学概論

生 活 と 地 域

「常葉大学健康科学部看護学科カリキュラムツリー」（2025年度カリキュラム）

4後

4前

3後

3前

2後

2前

1後

1前

≪専門基礎科目≫
・学部共通・看護学科

≪教養教育科目≫
≪学部共通教養科目≫

≪専門科目≫  

・統合科目・実践看護学・基礎看護学
≪専門科目≫

・看護学臨地実習

≪学部共通教養科目≫
医療と倫理・人間関係論（選択）

医療英語（選択）

≪教養教育科目≫

キャリア開発論Ⅰ

英語コミュニケーションⅡ
情報リテラシーⅡ・他

≪学部共通教養科目≫
社会福祉学（選択）

≪教養教育科目≫
英語コミュニケーションⅠ

情報リテラシーⅠ・人間力セミナー他

（学部共通）
チーム連携論

（選択必修）

病態治療学Ⅲ

救急医学と蘇生法

（選択）

臨床心理学

（選択）

病態学Ⅱ

病態治療学Ⅰ

病態治療学Ⅱ

薬理学

病態学Ⅰ

人間発達学（選択必修）

健康増進論（選択必修）

医療概論

栄養生化学

（看護学科）
ICTと医療

臨床栄養学

（選択）

保健医療福祉制度論

形態機能学Ⅱ

形態機能学Ⅰ

≪専門科目≫

地域包括支援実習

成人看護学実習Ⅲ

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ

老年看護学実習Ⅰ・Ⅱ

母性看護学実習 ・ 小児看護学実習
精神看護学実習 ・在宅看護学実習

基礎看護学実習（通年）

生活者を知る実習

早期体験実習

（統合科目）

看護研究Ⅰ

看護倫理

（基礎看護学）

臨床ケア論

看護過程

基礎看護技術論Ⅳ

基礎看護技術論Ⅲ

フィジカルアセスメント

基礎看護技術論Ⅱ

基礎看護技術論Ⅰ

看護学原論

態度
看護専門職として生命の尊厳
を重視し、人権擁護の責務を担
う者として、必要な倫理観、豊
かな人間性を高めることができ
る。

技能・表現
看護専門職としての自覚を
持ち、様々な職種と連携しな
がら、ヒューマンサービスを提
供できる。

関心・意欲
看護専門職として、変化する社
会の中で、継続的・発展的に自
己を向上させるために必要な専
門性を探求する意欲を持つこと
ができる。

思考・判断
看護専門職として、様々な
健康レベルにある個人・家
族・集団の健康課題を見出
し、計画的に看護を実践で
きる。

知識・理解
看護専門職として、専門的
な知識を土台に、人を包括
的に理解することができる。


	「常葉大学健康科学部看護学科

